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 研究の概要 

本研究の概要は，1)静岡県沿岸部における代表的な避難施設の現状把握と課題整理，

2)津波シミュレーションの実施と複合的な災害を含めた防災力の把握，3)新材料を用い

た津波避難シェルターの性能評価および4)実装を目指した津波避難シェルター利活用

方法の検討の4項目で構成される．まず，磐田，袋井沿岸部を対象に，南海トラフ大地

震による地震応答解析と津波シミュレーションを実施し，津波襲来前の地盤の液状化発

生と津波による複合的な影響を把握する．その上で，新材料として特殊発泡ポリスチレ

ンを用いた津波避難シェルターの構造形式の検討と津波挙動把握を行うため，水路を用

いた模型実験による津波避難シェルターの挙動評価を行い，最終的に，複合災害に対す

る手段の一つとして，特殊発泡ポリスチレンを用いた津波避難シェルターの利活用方法

の検討を目的とする． 

R4年度に得られた成果は，以下の通りである． 

➢ 浜松沿岸部～掛川沿岸部における現地調査から，津波防災施設・避難施設の現状

把握を行った（写真-1，写真-2）．実際には，遠州灘沿岸部における施設数は限

定的であったが，ハザードマップ上でも液状化発生リスクの高い条件に設置され

ていること等を確認した． 

➢ 地震・液状化と津波の複合災害化を検討するため，代表地点を抽出し，簡易地盤

調査を実施し（図-1），一次元地震応答解析と津波シミュレーションを行った（図



-2）．その際，防潮堤完成後と現況モデルにおける津波の浸水状況を比較したが，

地震後約20分での津，現況モデルは防潮堤の整備中の個所や河口部からの浸水が

大きいことが確認できた．そのタイミングでは，地盤が液状化状態であり，液状

化および津波との複合災害の可能性があることを把握し，避難行動の障害となり

得ることを指摘した． 

➢ 新たな手段として，避難シェルター設置要件の整理と津波挙動評価のための水路

実験実施（写真-3）に向け3Dプリンタによる津波避難シェルター模型を作製した

（写真-4）． 

  

写真-1 津波避難タワー（民間会社）   写真-2 津波避難タワー（福田漁港） 

  

図-1 簡易地盤調査の様子          図-2 津波シミュレーション 

（磐田市，袋井市，掛川市沿岸部） 



       

 写真-3 実験予定の水路の確認（東海大学）    写真-4 津波避難タワー模型 

                           （1/50縮尺モデル） 


